
Ⅰ．はじめに

　林木の成長は土壌・傾斜度・傾斜方向・標高等の立地条件や植

栽密度・除間伐や枝打ち等の施業条件，及び気温や日照時間・降

雨量等の気象条件，その他の環境要因に影響される。また林齢も

要因の一つとしてあげられる。一般に若齢木ほど成長は旺盛であ

る。そしてこれらの総合的結合が材積成長量となる。また１年の

中では林木の活動期である夏期が成長期間となる。

　１９９７年，京都で開かれた地球温暖化防止のための排ガス規制に

関する国際会議で採択された，いわゆる京都議定書以降，森林・

林業に対する関心が一段と高まってきている。その理由は樹木の

CO２（二酸化炭素）吸収にある。CO２吸収は樹木の成長に大きく関

わっている。同時にこれは材積成長量にも関連する問題である。

　ここでは主要造林樹種の一つであるスギのクモトウシとヤイチ

について２０００年と２００１年の３月から９月までの７ヵ月間測定を行

い，これにもとづいて月別及び年間の材積成長量の計算を予備的

に試みた。

Ⅱ．測定対象木

　成長量の測定は福岡市中央区谷１－１６－４９に生立する（a）ク

モトウシ（１９６８年植栽，３５年生）と（b）ヤイチ（１９６９年植栽，

３４年生）の各１本，計２本を対象とした。胸高直径は（a）

２８．６cm，（b）１８．６cm，樹 高 は（a）１８．３m，（b）１４．５mで，い

ずれも孤立木である。

Ⅲ．直径の測定

　直径の測定は（a）クモトウシ，（b）ヤイチ共に地際０．０mか

ら地上２．０mまでを０．１m毎に記印し，１mm単位で成長開始の３

月から成長終了期の９月までの７ヵ月間，毎月１０日（前後）に

行った。なお，１年目（２０００年）は直径テープを用いた。しかし

テープは測定位置のわずかなズレや剥皮等により測定値に誤差を

生じるケースがみられ，かつ測定結果に過大値を示す傾向がみら

れた。そのため２年目（２００１年）は輪尺によることとした。表－

１は（a），（b）のそれぞれについて年・月別に直径の測定値を

示したものである。

Ⅳ．材積成長量の計算

　材積の計算は表－１の直径測定結果からまず各直径の断面積

（g）を求め，次いで地際（０．０m）から０．８mまでを根張りの影響

を考慮して放物線体とみなし，またそれより上部（０．８m～

２．０m）は円筒形とみなして０．８m～１．４m間を直線Ⅰ，それ以上

を直線ⅡとしてそれぞれSmalian 式によって各区分材積を求めた。

ここで直線Ⅰと直線Ⅱに分けたのは幹形のFormが異なるであろ

うと考えたためである。次いで各区分毎及び全体（０．０m～

２．０m）の材積を求めた。そして月間の材積成長量は前の月の材

積と次の月の材積の差をもって１ヵ月間の成長量とした。

　以上の方法により求めた年別及び各月毎の材積と同成長量を一

覧表に示したのが表－２であり，図－１は成長量のみをグラフに

示したものである。

Ⅴ．考　察

　林木の成長期間を３月～９月とした場合，４～５月と７～８月

の２回のピークがみられる。６月はいずれの場合も低下している。

これは６月が梅雨期のため日照時間が減少するためと思われる

（図－１参照）。

　いま，福岡管区気象台による福岡市の気象データの中から各月

の平均気温，日照時間，及び降水量を対象に材積成長量と対比さ

せてみると日照時間と降水量では一応の相関々係が認められたが

気温はその関係がほとんどなかった。これは梅雨期（６月）は日

照時間（減少），降水量（増加）に変化があっても気温はさほど

変化がないためであろう。気象データとの関係についてはさらに

分析が必要と考える。

　今回は（a）クモトウシ及び（b）ヤイチの２本について予備

的に測定と検討を試みたにとどまったが，将来，立地条件や施業

条件，樹種や林齢等の各要因，ならびに各種気象データとの組合

せによる多面的な分析と検討が加えられれば材積成長に関する一

つのメカニズムが解明されるものと考える。
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表－１．直径測定結果一覧（cm）
（ａ）クモトウシ

２００１年２０００年
測定高（ｍ）＼測定年月日

９／１０８／１０７／１０６／１１５／１０４／１０３／１０９／１１８／１０７／１０６／１０５／１０４／１０３／２７
４０．４４０．３４０．０３９．８３９．６３９．５３９．４４７．２４７．２４７．０４５．５４５．４４５．３４５．１０．０

３７．７３７．０３６．８３６．８３６．８３６．６３６．０４３．３４３．３４１．３４１．０４０．８４０．５４０．５０．１

３５．７３５．５３５．３３５．２３５．１３５．０３４．６３８．４３８．４３８．２３８．１３８．１３８．０３８．００．２

３５．０３４．８３４．６３４．４３４．４３３．８３３．６３５．５３５．５３５．３３５．１３５．０３４．５３４．５０．３

３４．１３３．９３３．８３３．６３３．５３３．１３２．７３３．５３３．５３３．５３３．２３３．２３３．２３３．２０．４

３３．８３３．６３３．３３３．０３２．８３２．６３２．３３３．０３３．０３２．８３２．８３２．６３２．３３２．００．５

３３．４３３．１３２．８３２．６３２．４３２．２３１．９３２．３３２．３３２．３３２．３３２．３３１．５３１．２０．６

３２．９３２．６３２．３３２．１３１．９３１．６３１．３３１．６３１．６３１．５３１．５３１．３３０．９３０．６０．７

３２．３３２．１３１．６３１．５３１．３３１．１３０．８３１．０３１．０３１．０３０．９３０．７３０．３３０．２０．８

３１．４３１．１３０．８３０．６３０．４３０．２２９．５３０．４３０．４３０．２３０．２３０．２２９．６２９．５０．９

３０．５３０．３３０．０２９．７２９．６２９．３２９．１２９．７２９．６２９．５２９．５２９．５２９．０２８．９１．０

３０．２３０．０２９．７２９．５２９．４２９．１２８．８２９．５２９．５２９．３２９．３２９．２２８．８２８．６１．１

２９．８２９．７２９．４２９．１２９．０２８．７２８．６２９．４２９．４２９．３２９．３２９．２２８．８２８．７１．２

２９．８２９．６２９．３２９．０２８．８２８．７２８．４２９．４２９．４２９．２２９．２２９．１２８．７２８．５１．３

２９．４２９．２２８．９２８．７２８．６２８．４２８．２２９．３２９．３２９．１２９．１２９．０２８．６２８．４１．４

２９．０２８．８２８．５２８．１２８．０２７．８２７．７２９．５２９．５２８．５２８．５２８．３２８．０２７．７１．５

２８．６２８．４２８．２２７．９２７．７２７．５２７．３２８．３２８．２２８．２２８．１２８．０２７．５２７．４１．６

２８．４２８．２２８．０２７．８２７．６２７．４２７．０２８．２２８．１２８．０２７．９２７．９２７．６２７．４１．７

２８．３２８．１２８．０２７．８２７．８２７．４２７．０２８．１２８．０２７．９２７．８２７．８２７．５２７．２１．８

２８．４２８．２２７．９２７．８２６．８２６．６２６．２２７．８２７．８２７．７２７．６２７．６２７．２２７．０１．９

２７．４２７．４２７．２２６．９２６．９２６．４２６．１２７．８２７．８２７．７２７．６２７．６２７．２２７．０２．０

（ｂ）ヤイチ

２６．８２６．７２６．６２６．２２６．２２６．０２５．４２４．２２４．２２４．０２３．９２３．９２３．５２３．４０．０

２５．２２５．０２４．８２４．７２４．６２４．４２４．３２３．３２３．２２３．２２３．０２２．７２２．６２２．６０．１

２４．８２４．７２４．６２４．２２４．１２３．９２３．４２２．９２２．９２２．９２２．５２２．５２２．１２２．１０．２

２４．３２４．２２４．０２３．７２３．７２３．６２３．２２２．５２２．５２２．３２２．２２２．２２１．７２１．７０．３

２３．２２３．０２２．８２２．５２２．５２２．４２２．２２１．６２１．６２１．６２１．４２１．２２０．９２０．９０．４

２２．６２２．５２２．４２２．１２２．０２１．９２１．６２１．０２１．０２１．０２０．９２０．６２０．４２０．４０．５

２２．２２２．１２２．０２１．７２１．６２１．４２１．１２０．９２０．８２０．７２０．６２０．４２０．１２０．１０．６

２１．８２１．７２１．７２１．０２０．９２０．８２０．５２０．３２０．３２０．２２０．２１９．９１９．７１９．６０．７

２１．３２１．３２１．１２０．７２０．７２０．５２０．３２０．２２０．２２０．１１９．８１９．７１９．５１９．４０．８

２１．２２１．１２１．１２０．７２０．７２０．５２０．２２０．０２０．０１９．８１９．５１９．５１９．３１９．３０．９

２０．６２０．５２０．３２０．１２０．０１９．８１９．７１９．４１９．４１９．３１９．３１９．１１８．８１８．８１．０

２０．３２０．１２０．０１９．７１９．６１９．４１９．２１９．２１９．２１９．１１９．０１８．９１８．７１８．６１．１

２０．０１９．９１９．８１９．６１９．５１９．３１９．１１９．１１９．１１９．１１９．０１８．８１８．６１８．５１．２

２０．０２０．０１９．９１９．６１９．５１９．３１９．０１９．１１９．１１９．１１８．９１８．８１８．６１８．５１．３

１９．６１９．５１９．４１９．２１９．１１８．９１８．８１８．９１８．９１８．８１８．７１８．６１８．３１８．２１．４

１９．４１９．４１９．３１９．１１９．０１８．７１８．７１８．９１８．９１８．８１８．７１８．６１８．３１８．２１．５

１９．４１９．３１９．１１９．１１９．０１８．６１８．４１８．８１８．８１８．７１８．７１８．５１８．３１８．１１．６

１８．８１８．８１８．７１８．４１８．３１８．１１７．８１８．３１８．３１８．２１８．１１８．０１７．７１７．７１．７

１８．６１８．６１８．４１８．３１８．２１７．９１７．７１８．３１８．３１８．３１８．３１８．０１７．７１７．６１．８

１８．３１８．２１８．０１７．７１７．７１７．７１７．４１７．９１７．９１７．９１７．８１７．６１７．３１７．２１．９

１８．０１８．０１７．８１７．６１７．５１７．３１７．２１７．６１７．６１７．５１７．４１７．２１７．０１６．９２．０

表－２．年別及び月毎材積成長量（m３）
（ａ）クモトウシ

２００１年２０００年
月

成長量材積成長量材積

－０．１４４８１６－０．１５２５４３３

０．００２８４５０．１４７６６１０．００１３４１０．１５３８８４４

０．００２５１２０．１５０１７３０．００３４６９０．１５７３５３５

０．００１５６６０．１５１７３９０．０００４４２０．１５７７９５６

０．００２０３５０．１５３７７４０．００１４９７０．１５９２９２７

０．００２５７５０．１５６３４９０．００２４９４０．１６１７８６８

０．００２０１１０．１５８３６００．０００００００．１６１７８６９

０．０１３５４４０．００９２４３計

（ｂ）ヤイチ

－０．０６４７８７－０．０５９３５３３

０．００１３７２０．０６６１５９０．０００４４８０．０５９８０１４

０．００１４２９０．０６７５８８０．００１５７９０．０６１３８０５

０．０００５１９０．０６８１０７０．０００９４１０．０６２３２１６

０．００１８０４０．０６９９１１０．０００８８５０．０６３２０６７

０．００１４７５０．０７１３８６０．０００３４１０．０６３５４７８

０．００００００３０．０７１３８９０．００００６９０．０６３６１６９

０．００６６０２０．００４２６３計
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図－１．年別及び月別材積成長量


